
お別れレクリエーション参加条件同意書 

 

鹿児島市バレーボールスポーツ少年団連絡協議会 会長 殿 

 

 令和２年度お別れレクリエーションへの参加において、下記の条件に同意いたします。 

 

１ 指導者と育成会の同意のもとで参加することとし、参加を強制しないこと。また、参加をしなかった者

に対し、不当な対応を行わないこと。 

２ 各チーム体育館への入館は１チーム3０名以内（団員・指導者・育成会・応援者を合わせて）を厳守する

こと。 

３ 入館する者の名簿を受付時に提出すること。（用紙はホームページからダウンロードして記入する。） 

４ 大会当日の朝に検温し、３７．５度以上の者は入館を禁止すること。なお、その他の症状によりお別れ

レクリエーションの参加を認めない場合もある。 

５ 持参するボールは事前に除菌してくること。 

６ 手洗い、うがいを徹底すること。 

７ 来場前とお別れレク後２週間は健康観察を行い、発熱があった場合は連絡協議会へ報告すること。 

８ 各チーム消毒液（除菌シート等も可。以下同じ。）と体温計を常備すること。 

９ 入館者は原則として全員マスク着用とすること。 

１０ スクイズボトルは試合ごとに外側を除菌すること。 

１１ 汗ふき用のタオルは、各自で管理し、入れ物を一緒にしないこと。 

１２ 記録用の文房具を持参すること。 

１３ 応援時は人と人の間隔を空けること。なお、メガホン・鳴り物・発声での応援は禁止とする。（拍手の

みとする。） 

１４ 各チームで考え得る予防策を講じること。 

１５ 別紙「競技運営上の新型コロナウイルス感染症の予防対策について」を遵守すること。 

１６ 新型コロナウイルス感染症の状況により、大会開催を中止する場合があること。 

１７ 本レクリエーションへの参加は各チームの責任とし、主催者側は一切の責任を負わない。 

 

令和 ３ 年   月   日 

 

（チーム名）                 

 

（代表指導者）             ○印  

 

（育成会代表者）            ○印  

 



お別れレクリエーション開催についての確認事項 

 

 

 

鹿児島市スポーツ少年団より通達された事項に基づき、連絡協議会にて判断

基準を以下のとおり明確にして実施する。 

 

①新型コロナウイルスの感染が更に拡大し、学校休校や行政指導等があった場

合はお別れレクを中止とする。また、その他感染状況等により中止する場合も

ある。 

 

②新型コロナウイルスの感染により参加チームの学校が閉鎖している場合はそ

のチームは参加できない。 

 

③団員・指導者・保護者（以下「チーム関係者」という。）に発症者が出た場合

は一定期間経過するまで、そのチームは参加できない。また、濃厚接触者は自

宅待機期間が明けるまでは参加できない。 

 

※ ③の期間については保健所や学校等の指示に従うこと。また、必ず連絡協議

会へ報告すること。 

※ 他の団員も参加を強制しないこと。また、チームの判断として棄権する事は

やむを得ない。 

 

④団員等の健康管理と体調管理をより一層徹底し、以下の確認をすること。 

 1）お別れレク２週間前より検温と健康観察を行い異常がないこと。 

2）お別れレク当日の検温と体調に異常がないこと。 

3）お別れレク当日のチーム関係者の「体育館入館者名簿（健康チェック表 

付）」を受付時に提出し、参加可否のチェックを本部で受け、その判断に従 

うこと。 

 ・別途「体育館入館者名簿」をホームページより取得し当日ご提出ください。 

 

⑤密の回避と参加者制限 

1）体育館施設は最大２５０名以内で運用する。 

2）体育館施設の人数制限があるため各チームの参加人数を制限するが、団 

 員の体調管理が重要であるため、鹿児島市スポーツ少年団通達の運用とし 

 て団員の健康判断は保護者同伴が望ましいことから、保護者の人数を過度 

に制限しないこととし、以下の基準で運用する。 

※ 基準を選手・指導者・保護者・応援者を合わせて１チーム３０名を超えな

いこととする。（④ 3）「体育館入館者名簿」にて事前登録申請とする。） 

 

 

 

【問合わせ】 

   鹿児島市バレーボールスポーツ少年団連絡協議会 

  副会長 中山（090-7923-1346） 



お別れレクリエーション 

競技運営上の新型コロナウイルス感染症の予防対策について 

（競技部より） 

 

 

① 開閉会式は行わない。監督会議は行う。 

 

② チームでの本部あいさつは不要とする。 

 

③ 入館者は原則として全員マスク着用とするが、体調に応じて適宜マスクを外す等の対策をすること。た

だし、団員についてはアップ及び試合中は着用しなくてよい。なお、ベンチスタッフ・記録員・ラインジャ

ッジ・点示員は原則マスク着用とするが、呼吸が苦しい状態にならないよう、必要に応じてマスクを外す等

の対応をすること。 

 

④ 審判チームは消毒液を準備し、タイムアウト時、セット間及び試合終了時に試合球の除菌を行うこと。

なお、除菌するときは、消毒液を直接吹きかけずに布等に吹きかけて使用するか除菌シートを使用する

ことが望ましい。また、試合終了後はラインフラッグの除菌も行うこと。 

 

⑤ 試合開始及び終了時の握手はしない。（エンドライン上で一礼する。）なお、コイントス時や審判の握

手もしない。（一礼に変える。） 

 

 

 

※ 他にも各会場で独自の対策をお願いする場合がありますので、ご協力をお願いいたします。 


